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	「みんなかがやく」学校へ、生徒と「ともに」歩む、「主体性」育成方針
	校長　三浦秀樹
	着任から2年が経過し、日々生徒たちと接する中で、改めて中学生がもつ大きな可能性を実感しております。適切な環境さえ整えば、生徒たちは自分たちの力で考え、自発的に行動を起こすことができます。本校では、「みんな、かがやく！」学校を目指し、生徒一人ひとりの「主体性」を育むため、以下の5つの柱を大切にした指導に取り組んでいます。
	1. 安全な「枠組み」の中で安心して挑戦する
	３. 生徒自身の「言葉」と「情熱」を力に
	3. 正当な評価と「安心して失敗できる環境」づくり
	4. 思いやりと寛容さを伴う主体性
	5. 学校全体の連携と、生徒への「価値」の還元


